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栃木県教育委員会教育長  

 

 

   新型コロナウイルス感染症を理由とした不当な差別や偏見の防止に

関する教育長メッセージの送付について（依頼） 

 

 新型コロナウイルスの感染拡大防止と児童生徒の学びの保障に御尽力いただ

いていることに対し、厚く御礼申し上げます。 

 さて、この度、児童生徒にも感染者が出ている状況に鑑み、児童生徒及び保

護者に向けて、新型コロナウイルス感染症を理由とした不当な差別や偏見の防

止に関するメッセージを別添のとおり作成いたしました。 

 つきましては、このメッセージを貴管下の小・中学校及び義務教育学校に周

知くださるよう特段の御配慮をお願いいたします。 

 今後とも、児童生徒が安心して学べる教育環境の整備と学びの保障に向けた

施策の推進に努めて参りますので、御理解・御協力を賜りますようお願いいた

します。 
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児童生徒の皆さんへ 

 

 ６月から本格的に授業が再開され、皆さんは、友達や先生

方と一緒に過ごす事の楽しさを実感していることと思いま

す。各学校では、「新しい生活様式」を踏まえた活動が行わ

れていますが、一方で現在、栃木県内では新型コロナウイル

ス感染者数が再び増えており、学校においても感染者が確認

されています。校内では、これまでも基本的な感染症対策を

しっかり行ってきたところですが、感染が拡大しないよう、

より一層こまめな手洗いの徹底等に努めてください。 

 また、県内においても、新型コロナウイルス感染症を理由

とした不当な差別や偏見に苦しんでいる方々がいらっしゃ

います。このようなことは、決してあってはなりません。新

型コロナウイルスには誰もが感染する可能性があります。児

童生徒の皆さんには、決して差別的な言葉や行動に惑わされ

ることなく、正しい情報に基づいた冷静な行動をとって欲し

いと思います。 

 もし、皆さんの周りに差別や偏見に苦しんでいる人がいた

ら、学校の先生や大人に伝えてください。自分の心が傷つい

た時には、家族や友達、学校の先生にすぐ相談しましょう。 

お互いを支え合い、誰もが安心して過ごせる学校をつくっ

ていきましょう。 

 

令和２(2020)年７月２２日 
栃木県教育委員会教育長 荒川政利 



 

 
保護者の皆様へ 

 

 ６月から本格的に授業が再開され、児童生徒の皆さんは、

友達や先生方と一緒に過ごす事の楽しさを実感している

ことと思います。各学校では、「新しい生活様式」を踏ま

えた活動が行われておりますが、一方で現在、栃木県内で

は新型コロナウイルス感染者数が再び増加しており、学校

においても感染者が確認されています。校内では、基本的

な感染症対策を徹底しているところではありますが、感染

リスクをゼロにすることはできません。ご家庭におかれま

しても、引き続き感染拡大防止に努めていただきますよう

お願いいたします。 

 また、県内においても、新型コロナウイルス感染症を理

由とした不当な差別や偏見に苦しんでいる方々がいらっ

しゃいます。このようなことは、決してあってはなりませ

ん。児童生徒の皆さんには、決して差別的な言動に同調せ

ず、正確な情報に基づいた冷静な行動をとって欲しいと思

います。保護者の皆様におかれましては、このことについ

てぜひご家庭でお子様とともに話し合ってみてください。 

 もし、お子様が差別や偏見に苦しんでいらっしゃいまし

たら、家庭だけで悩まず、積極的に学校や関係機関に相談

するようにしてください。 

 お互いを支え合い、誰もが安心して過ごせる学校をつく

っていきましょう。 

 
令和２(2020)年７月２２日 

栃木県教育委員会教育長 荒川政利 


